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�
世
界
の
保
険
業
界
を
リ
ー

ド
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、

ア
ク
サ
生
命
の
幸
本
智
彦
副

社
長
が
、
６
月
２３
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
経
営
学
部

寄
付
講
座
（
加
藤
茂
夫
教

授
、
前
期
全
１５
回
）
に
登

壇
、
「
社
会
保
障
の
現
状
と

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
幸
本
副
社
長
は
同
社
が

担
う
社
会
的
使
命
を
披
露
す

る
と
と
も
に
「
未
来
に
向
か

っ
て
人
生
を
経
営
す
る
姿
勢

が
大
切
」
と
約
１
０
０
人
の

学
生
に
語
り
か
け
た
。

ア
ク
サ
生
命
は
、
世
界
的

な
保
険
・
資
産
運
用
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
Ａ
Ｘ
Ａ
の
日
本
拠

点
と
し
て
１
９
９
４
年
に
設

立
さ
れ
た
。
世
界
５６
カ
国
に

１
億
人
の
顧
客
を
持
つ
Ａ
Ｘ

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ン
タ
ー

ブ
ラ
ン
ド
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ブ
ラ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
の
保

険
会
社
分
野
で
５
年
連
続
世

界
１
位
、
金
融
安
定
理
事
会

（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
が
定
め
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
上

重
要
な
世
界
の
保
険
会
社

（G- S
I
I
s

）
の
リ
ス
ト
９
社

の
中
に
選
ば
れ
て
い
る
。

本
寄
付
講
座
は
、
同
社
の

経
営
陣
と
幹
部
か
ら
生
命
保

険
会
社
の
仕
組
み
、
役
割
、

使
命
な
ど
を
学
び
、
生
命
保

険
の
深
層
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
。
学
生
が
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
設
計
す
る
際
の
指
針
と

す
る
も
の
に
な
る
。
同
社
が

大
学
で
寄
付
講
座
を
開
催
す

る
の
は
初
め
て
。

担
当
し
た
加
藤
教
授
は

「
一
連
の
講
座
は
ど
れ
も
綿

密
な
理
論
と
豊
富
な
経
験
に

基
づ
い
た
魅
力
的
な
講
演
ば

か
り
。
公
開
講
座
に
し
た
い

ほ
ど
だ
」
と
話
す
。

幸
本
副
社
長
は
「
現
在
、

日
本
の
社
会
保
障
制
度
（
▽

保
健
・
医
療
▽
社
会
福
祉
▽

所
得
保
障
▽
雇
用
）
は
危
機

的
状
況
に
あ
り
、
改
革
を
迫

ら
れ
て
い
る
」
と
切
り
出

し
、
「
そ
の
状
況
を
把
握
し

共
有
し
た
上
で
次
の
行
動
に

取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
現
実

を
直
視
す
る
姿
勢
を
訴
え

た
。第

一
の
問
題
点
と
し
て
挙

げ
た
の
は
、
社
会
保
障
給
付

費
が
急
激
に
膨
れ
上
が
っ
て

い
る
こ
と
。
日
本
の
公
的
年

金
制
度
は
高
齢
者
を
現
役
世

代
が
支
え
る
賦
課
方
式
で
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
が
負
担
給
付

の
構
造
に
影
響
を
与
え
て
い

る
。
ま
た
高
齢
化
や
医
療
技

術
の
進
歩
が
医
療
給
付
の
膨

張
に
つ
な
が
っ
て
い
る
―
―

な
ど
を
例
に
解
説
し
た
。

「
社
会
保
障
制
度
は
日
本

人
の
生
活
基
盤
を
支
え
て
き

た
。
世
界
に
誇
る
べ
き
も
の

で
、
な
ん
と
し
て
も
守
る
べ

き
だ
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
適
正
化
を
視
野
に
、

ム
ダ
を
省
く
給
付
内
容
の
最

適
化
が
必
要
」
と
語
り
、「
今

後
、
重
要
に
な
る
の
が
『
自

助
』
の
精
神
。
そ
れ
を
国
民

一
人
一
人
が
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

「
社
会
保
障
を
�
補
完
�

し
、
『
自
助
』
の
精
神
を
支

え
る
の
が
民
間
の
生
命
保
険

会
社
の
役
割
」
と
し
て
、
ア

ク
サ
生
命
の
基
本
理
念R
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∥
基
準
を
再
定
義
す
る
∥
を

示
し
、
医
療
と
貯
蓄
分
野
に

お
い
て
の
同
社
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
健

康
寿
命
を
伸
ば
し
、
生
産
年

齢
人
口
を
増
や
す
た
め
、
病

気
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
打
ち

出
し
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
紹
介
し
た
。

講
義
後
、
聴
講
し
た
学
生

か
ら
質
問
が
相
次
い
だ
。
幸

本
副
社
長
は
そ
れ
ら
一
つ
一

つ
に
丁
寧
に
答
え
た
。

熊
澤
敏
幸
さ
ん
（
４
年

次
）
は
「
生
命
保
険
業
界
の

経
営
ト
ッ
プ
か
ら
話
が
聞
け

る
貴
重
な
機
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
。
柔
軟
な
人
柄
と

意
思
決
定
の
早
さ
が
伝
わ
っ

て
き
た
」
。
斉
藤
亮
介
さ
ん

（
同
）
は
「
少
子
高
齢
化
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど

は
大
き
な
問
題
。
今
ま
で
生

命
保
険
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な

か
っ
た
が
、
考
え
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
」
と
、

講
演
を
身
近
な
問
題
と
し
て

受
け
止
め
て
い
た
。

そ
の
他
の
講
義
テ
ー
マ
は

以
下
の
通
り
。

▽
生
命
保
険
の
本
来
の
役

割
と
現
状
▽
生
命
保
険
が
企

業
や
次
世
代
に
で
き
る
こ
と

▽
生
命
保
険
の
付
帯
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
▽
生
命
保
険
商

品
の
仕
組
み
と
商
品
が
で
き

る
ま
で
▽
生
命
保
険
会
社
に

お
け
る
リ
ス
ク
と
そ
の
管
理

方
法
▽
生
命
保
険
会
社
の
資

産
運
用
の
特
徴
や
実
際
の
業

務
▽
ア
ク
サ
生
命
の
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
の
取
組
と
企
業
文

化
に
つ
い
て
▽
Ｃ
Ｒ
活
動
と

危
機
管
理
▽
貯
蓄
か
ら
投
資

へ
、
老
後
資
産
形
成
方
法
の

変
化
（
２
回
）
▽
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
作
成
の
必
要
性
と
作
成

方
法
▽
生
命
保
険
販
売
チ
ャ

ネ
ル
の
変
遷
・
実
態
▽
生
命

保
険
が
役
立
つ
時
～
生
命
保

険
の
役
割
～

―
―
寄
付
講
座
の
意
義
と
期

待
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

「
若
い
皆
さ
ん
に
、
早
い

段
階
で
人
生
の
リ
ス
ク
を
理

解
し
備
え
る
こ
と
が
大
切
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た

い
。
こ
の
講
座
は
当
社
の
経

営
の
柱
で
も
あ
る
企
業
の
社

会
的
責
任
を
果
た
す
取
り
組

み
の
一
環
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
」

―
―
ア
ク
サ
生
命
の
人
材
育

成
、
社
員
が
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
。

「
国
籍
や
男
女
を

問
わ
な
い
人
材
の
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
の
促
進
で

す
。
そ
も
そ
も
お
客

さ
ま
一
人
一
人
が
個

性
を
持
ち
、
多
様
性
に
富
ん

で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
『
顧

客
体
験
』
を
深
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
」

「
究
極
の
目
標
は
お
客
さ

ま
、
従
業
員
な
ど
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
選
ば
れ
る

企
業
に
な
る
こ
と
。
そ
れ
を

進
め
る
戦
略
を
生
か
す
た
め

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
企
業

文
化
が
必
要
で
す
。
常
に
建

設
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
基

本
姿
勢
に
し
て
い
ま
す
」

―
―
ご
自
身
の
学
生
時
代
に

つ
い
て
。

「
合
気
道
に
打
ち
込
み
、

一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

相
手
を
知
る
合
気
道
の
神
髄

『
和
合
の
精
神
』を
学
び
ま
し

た
。
合
気
道
で
の
頑
張
り

と
、
学
ん
だ
企
業
会
計
論
が

就
職
活
動
に
役
立
ち
、
生
命

保
険
会
社
へ
の
道
に
つ
な
が

っ
た
と
思
い
ま
す
。
合
気
道

の
恩
師
で
あ
る
故
市
橋
紀
彦

師
範
の
『
困
難
や
苦
労
は
人

を
成
長
さ
せ
る
』
と
い
う
教

え
は
、
社
会
人
に
な
っ
た
今

も
ず
っ
と
心
に
あ
り
ま
す
」

―
―
ご
自
身
の
経
験
、
経
営

者
の
立
場
か
ら
求
め
る
学
生

像
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
将
来
こ
う
あ
り
た
い
と

い
う
人
生
経
営
を
描
け
る
信

念
を
持
っ
て
い
る
学
生
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の

事
業
に
共
感
し
て
も

ら
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

―
―
昨
今
の
学
生
を

見
て
。

「
み
な
さ
ん
、
ま

じ
め
で
よ
く
勉
強
し
て
い
る

し
、
物
事
を
自
分
の
言
葉
で

表
現
す
る
力
を
持
っ
て
い

る
。
自
分
の
学
生
時
代
を
振

り
返
っ
て
も
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

も
う
少
し
覇
気
が
あ
る
と
な

お
い
い
」

―
―
お
好
き
な
言
葉
を
。

「
『
天
は
自
ら
助
く
る
も

の
を
助
く
』
。
そ
れ
は
、
担

当
し
た
講
演
の
要
点
で
あ
る

『
自
助
』
の
精
神
で
す
」

◇

広
島
県
安
芸
郡
出
身
。

東
京
海
上
日
動
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
生
命
保
険
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
執
行
役

員
な
ど
を
経
て
、
２
０
１

０
年
、
ア
ク
サ
生
命
に
入

社
。
１１
年
、
取
締
役
代
表

執
行
役
副
社
長
兼
チ
ー
フ

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
サ
ー
に
就
任
。

武
蔵
大
卒
。
５２
歳
。

少
子
高
齢
化
の
現
状

と
社
会
保
障
制
度
の
認

識
の
重
要
性
、
生
命
保

険
業
界
の
役
割
を
講
演

し
た
ア
ク
サ
生
命
の
幸

本
副
社
長
に
お
聞
き
し

た
。

集
団
的
自
衛
権
を
考
え
る

法
学
部
「
外
交
講
座
」
が
７

月
３
日
に
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。

講
師
は
外
務
省
国
際
法
局

長
の
石
井
正
文
氏
。
前
々
日

の
１
日
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
認
め
る
憲
法
解
釈
の

変
更
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
た

直
後
と
あ
っ
て
、
広
瀬
崇
子

教
授（
国
際
政
治
学
）と
妹
尾

哲
志
准
教
授
（
グ
ロ
ー
バ
ル

ガ
バ
ナ
ン
ス
論
）
の
授
業
を

選
択
す
る
学
生
ら
約
１
５
０

人
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

石
井
氏
は
、
「
政
治
学
応

用
特
論
」
を
今
年
度
前
期
、

大
学
院
で
講
じ
て
い
る
。
広

瀬
教
授
は
「
タ
イ
ム
リ
ー
で

関
心
が
高
い
話
題
。
学
生
の

特
権
で
何
で
も
質
問
し
て
」

と
学
生
に
呼
び
か
け
た
。

石
井
氏
は
「
日
本

の
選
択

『
傾
向
』

と
『
対
策
』
」
と
題

し
、
国
際
情
勢
の
変

化
と
国
内
事
情
を
解

説
。
「
憲
法
９
条
の

字
面
か
ら
み
れ
ば
、

日
本
は
軍
備
を
持
て

な
い
よ
う
に
み
え
る

が
、
全
体
的
解
釈
に

よ
っ
て
国
の
存
立
の

た
め
の
必
要
最
小
限

の
自
衛
力
は
よ
し
と
さ
れ
て

き
た
。
今
回
の
解
釈
の
変
更

は
、
世
の
中
が
変
わ
っ
た
の

で
『
必
要
最
小
限
』
が
大
き

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
」

と
説
明
し
た
。

学
生
か
ら
は
「
集
団
的
自

衛
権
を
憲
法
解
釈
の
変
更
で

認
め
た
こ
と
が
、
外
交
上
の

死
角
に
な
る
の
で
は
」「
集
団

的
自
衛
権
を
認
め
る
よ
う
に

他
国
か
ら
ど
ん
な
要
請
が
あ

っ
た
の
か
。
閣
議
決
定
後
の

各
国
の
反
応
は
」
な
ど
質
問

が
相
次
い
だ
。
安
倍
首
相
が

意
欲
を
見
せ
る
武
器
を
使
う

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
駆
け
つ
け
警
護
に

つ
い
て
の
問
い
も
あ
っ
た
。

石
井
氏
が
対
中
政
策
の
一

つ
と
し
て
紹
介
し
た
、
国
際

的
に
支
持
を
得
ら
れ
る
論
理

で
中
国
に
妥
協
を
迫
る
と
い

う
外
交
手
法
に
対
し
て
は
、

「
日
本
が
自
衛
力
を
強
化
す

る
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
思
う
」
と
意
見
を
述
べ
る

学
生
も
い
た
。

現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
事
典

山
田
健
太
ほ
か
監
修

「
い
ま
を
生
き
、
い
ま
を

知
る
」
―
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
ま
つ
わ
る
事
象
を
網
羅

的
に
解
説
す
る
初
の
事
典

『
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
事

典
』
（
三
省
堂
）
が
刊
行
さ

れ
た
。

法
律
家
、
研
究
者
、
現
役

の
新
聞
記
者
ら
約
９０
人
が
執

筆
を
分
担
、
約
７
０
０
項
目

を
５０
音
順
に
収
録
。
思
想
・

倫
理
・
運
動
・
表
現
・
裁
判

・
事
件
・
規
制
・
団
体
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

原
発
報
道
な
ど
で
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
が
根
本

か
ら
問
い
直
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
表
現
の
自
由
を
制
約

す
る
社
会
の
動
き
が
目
立
っ

て
き
た
。
山
田
健
太
教
授
は

「
表
現
の
自
由
や
社
会
の
目

指
す
べ
き
方
向
を
一
人
一
人

が
考
え
る
。
そ
し
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
み
ん
な
が
理
解

し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
守

っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
社
会

作
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
多
く
の

人
に
手
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
。

監
修
は
ほ
か
に
メ
デ
ィ
ア

社
会
学
者
・
藤
田
真
文
、
評

論
家
・
武
田
徹
の
２
氏
。（
三

省
堂
・
４
５
０
０
円
＋
税
）

監
修
者
（
や
ま
だ
・
け
ん

た
）
∥
文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
言
論
法
」
「
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
と
現
代
」。

ア
メ
リ
カ
公
民
権
の
炎

樋
口
映
美
訳

ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
、
と
り
わ

け
デ
ル
タ
地
方
で
は
、
奴
隷

制
廃
止
後
も
多
く
の
ア
メ
リ

カ
「
黒
人
」
が
白
人
支
配
下

の
農
場
で
小
作
農
民
と
し
て

困
窮
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

１
９
２
２
年
、
ア
ロ
ン
・

ヘ
ン
リ
ィ
は
そ
う
し
た
デ
ル

タ
地
方
に
「
黒
人
」
小
作
農

民
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
徴
兵
さ

れ
て
退
役
後
、
１
９
５
０
年

代
に
薬
剤
師
と
し
て
薬
局
を

経
営
す
る
傍
ら
、
地
元
の
指

導
者
と
し
て
台
頭
し
、
人
種

差
別
に
反
旗
を
掲
げ
て
息
長

く
奮
闘
し
た
。

本
書
は
、
ヘ
ン
リ
ィ
の
語

っ
た
そ
の
半
生
を
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
系
活
動
家
コ
ン
ス
タ

ン
ス
・
カ
リ
ー
が
ま
と
め
た

貴
重
な
回
想
録
（A

a
ro

n

H
enry

:T
he

F
ire

E
ver

B
u
rn

in
g

）
の
全
訳
で
あ

る
。
歴
史
に
刻
ま
れ
た
差
別

の
根
深
さ
・
絶
望
・
恐
怖
・

対
立
・
仲
間
意
識
・
怒
り
・

笑
い
・
希
望
が
、
読
む
者
の

心
に
迫
る
好
著
。（
彩
流
社
・

本
体
４
５
０
０
円
＋
税
）

訳
者
（
ひ
ぐ
ち
・
は
ゆ

み
）
∥
文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
ア
メ
リ
カ
の
人
種

と
政
治
」。

ア
ク
サ
生
命
寄
付
講
座

幸
本
副
社
長
が
講
演

大
学
で
初
の
開
講

「人生を経営する努力を」

社会保障制度を�補完�
▲ 幸本副社長（左）と加藤教授

集
団
的
自
衛
権
を
考
え
る

外
務
省
局
長
招
き
外
交
講
座

�

質
問
す
る
学
生

幸
本
智
彦
さ
ん
に
聞
く

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
ト
ッ
プ将

来
の
道
を
描
き

信
念
を
持
つ
人
に

�

学
生
の
質
問
に
答
え
る
石
井
氏

生命保険の役割
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